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①で抽出したプラスミドにより蛋白質発現用の大腸菌BL21 (DE3) を形質転換して培養し、IPTG 
(isopropyl thiogalactoside) を加えて融合蛋白質を発現誘導させた。 
④
 
超音波破砕機で大腸菌を破砕した後、超遠心分離をして上清をカラムに通して精製した。 
⑤
 
融合蛋白質によりマウスBALB/cを免疫した。 
⑥
 
ELISAにより抗体価をチェックした。 
⑦
 
抗体価が飽和した時点で血液を採取し、ウェスタンブロット解析を行った。 
<結果> 
融合蛋白質に組み込んだGgust及びGi2の配列に対して抗体ができていることは確認できた。しかし
ながら、Ggustの融合蛋白質を免疫して得られた血清は、乳頭にあるGgustを認識することができず、ま
た、Gi2の融合蛋白質を免疫して得られた血清は、有郭乳頭及び大脳にあるGi2を認識することができ
なかった。融合蛋白質におけるG蛋白質の一部の立体構造と、生体内のG蛋白質の立体構造が異な
るため、産生された抗体が生体内のG蛋白質を認識できないという可能性は大いに考えられる。
 
 
